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フレキシブルで金属など対象物の影響を受けないＵＨＦ帯ＲＦＩＤタグ及び電磁
干渉を防止する薄型電波吸収材、タグ機能付与段ボールの開発研究を実施した。
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ＲＦＩＤタグの種類と特徴

ＲＦＩＤタグの利用形態

指向性

４ｍ

２ｍ

通信距離

13.56MHｚ

2.4GHｚ

950MHｚ帯

RFID：Radio Frequency Identificationの略で、無線を利用した個体識別 
ＲＦＩＤタグの利用形態

ＵＨＦ帯：通信距離が長い／ﾃﾞｰﾀ書き換え／複数読み取り
【市場拡大見込み】 物流・流通・医療福祉分野など

金属対応ＲＦＩＤタグの開発

現状の金属対応RFIDタグは、低価格で、薄型、
フレキシブルな長通信距離を実現していない

他社に比べ優れた性能を持ち、
曲面貼付時も通信可能

性能等 外観

ｽﾍﾟｰｻ：◎
通信距離：７ｍ
曲面に貼れない
高価格

32(W)×155（D）×10(t)mm

通信距離：７ｍ

①金属体平面上での
通信距離 311cm

②金属体（曲面）での
通信距離ｒ=50[mm]で
304cm

通信距離：７ｍ
曲面に貼れない
高価格

54(W)×80（D）×4(t)mm

通信距離：２ｍ
小型・薄型
フレキシブル有
低価格 20(W)×75（D）×2(t)mm

r
（※他社品は通信距
離 225cm）

26(W)×91(D)×0.92(t)mm

○金属対応タグ
総厚み１mm以下でフレキシブル性を保持し、通信距離約３ｍを実現

○UHF帯RFID対応電波吸収材
950MHz帯域において総厚み10mm以下で-20dBの吸収特性を有する吸収材を実現

○タグ機能付与段ボール

本研究は、地域イノベーション創出研究開発事業により実施しました。
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段ボール内容物の影響を受けにくく、通信距離７ｍのタグ機能段ボールを実現

今後は、量産工程の確立、品質試験を進め、製品化の実現を目指す。


